
小さな子どもは、次のようなけがをしやす

い特性がああります。 

・頭が重く、体のバランスが悪い 

・夢中になると周囲に注意が及ばなくなる 

・危険なことを予測できない 

一方で、子どもの運動神経の発達は 12 歳

ごろまでに完了するとも言われており、小

さなころから体を動かすことは、その後の 
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体を動かしやすい服装で防ぎましょう 

成長にかかせません。保育所でも、外

遊びなどで体を動かす機会をたくさん

作っていきたいと思います。体を動か

しやすい服装で登所する。サイズの合

った靴(足の大きさより 5 ㎜～1 ㎝余

裕がある)をはかせるなどのご協力を

お願いします。 

服が 

大きすぎ 

ませんか 

靴のサイズは 

合って 

 いますか 

つめが伸びていると、つめと指の間にばい菌が繁殖しやすくなり

ます。また、どこかにひっかけてしまったり、お友だちを傷つけて

しまったりすることになりかねません。子どものつめは薄く、ち

ょっぴりひっかいただけでも皮膚に傷がついてしまいます。1 週

間に一度チェックしてこまめに切るようにしましょう。ただし、

深づめには要注意！切りすぎて肌を傷つけ、化膿してしまうこと 

もあります。 

生活リズムを整えましょう！ 

新年度、環境の変化などにより体調を崩しやすい時期です。元気に過ご

すためにも、規則正しい生活リズムを心がけましょう。 

村内において、水ぼうそうが増えつつあります。保育所でも数名の

子がかかっています。体に発疹などの症状が見られる場合は早めの

受診をお願いします。 

※学校感染症に指定された病気なので、医師の許可を得てから(治癒

証明書や登園証明書など)の登所となりますのでご注意ください。 

子どもは胃腸が弱いのでよく下痢になります。新年度の疲れや、ク

ーラーの使用、冷たい食べ物のとりすぎなども下痢の原因となりま

す。下痢の時はおかゆやうどん、野菜スープなど消化の良い物を食

べるようにし、生野菜や脂っこい食べ物、消化の悪い物は避けまし

ょう。 

夜は 9 時までに寝るよう

にし、朝は 7 時までに起き

るようにがんばりましょ

う。十分な睡眠は「日中の

疲れをとる」「体の成長を

促す」「病気を治す力が増

す」ことにつながります。 

早寝早起きを心が

けましょう 

朝ごはんをきちん

と食べましょう 

朝食を食べることで、体

が目覚め、その日の体の

リズムが始まります。よ

くかんでしっかり食べ

ましょう。 

朝ごはんを食べると、腸の

動きが活発になり、便が出

やすくなります。朝はどう

してもあわただしくなり

がちですが、十分なトイレ

タイムをとれるようにし

ましょう。 

朝、家で排便をしま

しょう 


